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定住自立圏は，大崎市と周辺町が，「集約とネットワーク」の考え方に基づき，大崎市

において圏域全体の暮らしに必要な都市機能を集約的に整備することで，周辺町において

必要な生活機能を確保し，地域の豊かな自然環境を活かした地域づくりを進め，圏域全体

の活性化を図るとともに，今回の震災で改めて実感した自治体間の連携・協力体制を更に

強化することを目的としています。 

 

 

（１）定住自立圏の名称 

    大崎定住自立圏 

（２）構成市町の名称 

    大崎市，色麻町，加美町，涌谷町，美里町  

  

 

（１）位置 

本圏域は，宮城県の北西部に位置し，南は仙台都市圏，東は石巻圏，

北は栗原圏・登米圏，西は山形県・秋田県にそれぞれ接しています。 

本圏域の総面積は 1,523.95㎡で，県土の 20.9％を占めています。 

地勢としては，西部の山岳地帯の荒雄岳を源とする江合川と船形連

峰を源とする鳴瀬川の二つの大きな川が西から東に向かって流れてい

ます。 

また，豊かな森林に覆われた山間部を源とする水は，圏域の北

西から南東に広がる広大で肥沃な平野「大崎耕土」を潤し，昔か

ら米どころとしての水稲の盛んな地域を形成しています。 

（２）人口 

本圏域の人口は 210,789 人（平成 22 年国勢調査）で県全体の

8.98％となっています。 

全国的な人口減尐社会となった現在，本圏域においても人口は

減尐傾向にあり，ピーク時の 224,147 人（平成 7 年国勢調査）と

比べると 13,358人（6.0％）の減となっています。将来的にも平成 47年には 164,967人

（国立社会保障・人口問題研究所による推計）となり，平成 22 年と比べて 45,822 人

（21.7％）の減になると予測されています。 

大崎圏域 

１．定住自立圏形成の目的 

２．定住自立圏及び構成市町の名称 

３．圏域の状況 
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（３）交通網 

ＪＲ東北新幹線・東北本線・陸羽東線・石巻線などの鉄道や，東北自動車道（古川 IC，

長者原スマート IC，三本木スマート IC）・国道 4 号・国道 47 号・国道 108 号・国道 346

号・国道 347 号・国道 457 号などの幹線交通網が，縦横に通った交通アクセスに優れた

広域圏となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）医療 

  病院は，大崎市に 15の病院がある外，圏域で合計 22の病院があります。診療所は，

大崎市に 83の診療所がある外，圏域で合計 116の診療所があります。また，医師会・

民間医療施設と連携し、平日夜間・休日昼間・休日夜間の当番医体制を実施していま

す。 

219,598  223,306  
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（５）産業 

主要な産業は農業となっており，「日本の食糧供給基地」として広大で肥沃な大崎耕土

に育まれた良質米「ササニシキ」「ひとめぼれ」などを生産しています。 

 また，栗駒国定公園や県立自然公園船形連峰, ラムサール条約登録湿地「蕪栗沼・周

辺水田」「化女沼」などの優れた自然景観や鳴子温泉をはじめとする多くの温泉施設，歴

史の道「奥の細道」や遺跡などの文化財，太鼓や神楽などの伝統芸能など文化遺産にも

恵まれており，豊富な観光資源を活用したレクリエーション産業が発展しています。 

 

 大崎市 色麻町 加美町 涌谷町 美里町 計 

病院数 １５ １  ３ ３ ２２ 

診療所数 ８３  １５ ７ １１ １１６ 

大崎市民病院

＇本院（ 

内科，外科，呼吸器内科，消化器内科，循環器内科，腎臓・内分泌内科，神経

内科，血液内科，糖尿病・代謝内科，肝臓内科，疼痛緩和内科，腫瘍内科，呼

吸器外科，消化器外科，肛門外科，血管外科，脳神経外科，乳腺外科，内分泌

外科，食道外科，心臓外科，整形外科，形成外科，内視鏡外科，精神科，リウ

マチ科，小児科，皮膚科，泌尿器科，産婦人科，眼科，耳鼻咽喉科，リハビリテ

ーション科，放射線診断科，放射線治療科，病理診断科，臨床検査科，救急

科，麻酔科，歯科口腔外科 

公立加美病院 内科，循環器科，外科，リハビリテーション科，整形外科，婦人科，耳鼻咽喉科 

涌谷町国保病院 
内科，神経内科，東洋医学外来，外科，肛門科，泌尿器科，整形外科,眼科，皮

膚科，婦人科 

町立南郷病院 内科，外科，小児科，眼科，整形外科 

 就業人口 
産業別就業人口 

第１次産業＇比率（ 第２次産業＇比率（ 第３次産業＇比率（ 

大崎市 63,208人   5,894人＇9.3％（   18,395人＇29.1％（  38,461人＇60.7％（ 

色麻町 3,763人    763人＇20.3％（    1,258人＇33.4％（    1,738人＇46.2％（ 

加美町 12,331人  1,840人＇14.9％（    3,961人＇32.1％（   5,957人＇48.3％（ 

涌谷町 8,235人  1,134人＇13.8％（    2,620人＇31.8％（    4,463人＇54.2％（ 

美里町 12,721人  1,440人＇12.3％（    2,941人＇25.2％（    7,220人＇61.9％（ 

合 計 99,307人  11,071人＇11.1％（   29,175人＇29.4％（   57,839人＇58.2％（ 

就業人口 

病院・診療所数 

※宮城県病院名簿（平成 23年 10月 1日現在） 

公立病院の診療科目

※平成 22年国勢調査 
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（６）公共交通 

 大崎圏域には，ＪＲ東北新幹線・東北本線・陸羽東線・石巻線などの鉄道が走っていま

す。バスについては，主な路線は次のとおりとなっています。 
 

事業者運行路線 

路線名 関係市町等 

仙台-古川線＇ＪＲバス東北㈱，㈱ミヤコーバス（ 大崎市～仙台市 

古川・泉中央・仙台-東京線＇ＪＲバス東北㈱（ 大崎市～東京都 

仙台-鳴子線＇㈱ミヤコーバス（ 大崎市～仙台市 

仙台-加美線＇㈱ミヤコーバス（ 加美町～色麻町～仙台市 

仙台-古川・高清水線＇㈱ミヤコーバス（ 栗原市～大崎市～仙台市 

色麻線＇㈱ミヤコーバス（ 色麻町～加美町～大崎市 
 

自治体が主となり運行している路線＇市町をまたぐ路線（ 

路線名 関係市町等 

古川線＇廃止代替バス（ 大崎市～栗原市 

高倉線＇廃止代替バス（ 大崎市～加美町 

美里線＇美里町住民バス（ 美里町～大崎市 

鹿島台線＇大郷町住民バス（ 大郷町～大崎市 

三本木大衡線＇廃止代替バス（ 大崎市～大衡村 
 

自治体が主となり運行している路線＇市町内路線（ 

市町 路線名 

大崎市 
廃止代替バス＇宮沢真山線，清滝線，松山鹿島台線，鳴子線，大貫線（ 

鳴子温泉地域市営バス＇鬼首線（ 

加美町 加美町住民バス＇小野田東部線，宮崎東部線（ 

涌谷町 涌谷町町民バス＇二の袋線，上郡循環線，小里循環線，箟岳線，花勝山線，箟岳山線（ 

美里町 
美里町住民バス＇美里線，北回り線，南回り線，中埣線，北浦線，不動堂線， 

青生線・下小牛田線（ 
 

地域住民が主となり運行している路線＇市町補助路線（ 

名称 関係市町 

田尻地域予約型乗合タクシー 大崎市 

岩出山地域予約型乗合タクシー 大崎市 

鹿島台地域定時定路線型・予約型乗合タクシー 大崎市 

鳴子温泉地域鬼首地区定時定路線型・予約型乗合タクシー 大崎市 

松山地域予約型乗合タクシー 大崎市 
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（７）公共施設 

 圏域内の主な公共施設は次のとおりとなっています。 

 
文化会館等 

資料館・博物館・

図書館 

スポーツ施設 

＇屋内（ 
スポーツ施設＇屋外（ 

大崎市 

大崎市民会館 

瑞・華・翠交流施

設 

岩出山文化会館 

田尻文化センタ

ー 

大崎市図書館 

吉野作造記念館 

松山ふるさと歴史館(フ

ランク永井展示室) 

松山酒ミュージアム 

三本木ふるさと研修セン

ター＇古墳資料展示室（ 

三本木亜炭記念館 

瑞・華・翠交流施設

(鎌田三之助展示室) 

旧有備館および庭園 

日本こけし館 

古川総合体育館 

古川武道館 

古川屋内運動場 

市民プール＇アクアパル（ 

松山体育館 

松山 B＆G海洋センター 

松山体育研修センター 

三本木総合体育館 

瑞・華・翠交流施設＇鎌田

記念ホール（ 

鹿島台武道館 

岩出山体育センター 

岩出山武道館 

真山体育館 

一栗体育館 

岩出山ふれあい屋内運動

場＇パルアリーナ（ 

鳴子スポーツセンター 

オニコウベリフレッシュセン

ター 

田尻総合体育館 

大貫地区公民館体育館 

諏訪スポーツ公園＇テニスコート（ 

諏訪公園＇野球場（ 

新江合川緑地＇野球場運動場他（ 

古川江合川河川公園＇テニスコート他（ 

化女沼ダム多目的スポーツゾーン 

松山野球場 

松山運動場 

松山庭球場 

松山ゲートボール場 

松山相撲場 

三本木野球場 

三本木相撲場 

瑞・華・翠交流施設＇鹿島台中央野球

場他（ 

鹿島台野球場 

鹿島台運動広場＇野球場他（ 

岩出山野球場 

岩出山庭球場 

鳴子江合川緑地公園＇野球場（ 

河原湯の都市公園 

田尻農村運動公園＇テニスコート（ 

田尻地区・大貫地区公民館グラウンド 

田尻総合体育館グラウンド 

田尻地区公民館パークゴルフ場 

田尻地区公民館テニスコート 

色麻町 

 色麻町資料展示室 色麻町町民体育館 

色麻町コミュニティセンタ

ー小体育館 

色麻町武道館「桜花館」 

色麻町屋外運動場＇野球場他（ 

愛宕山公園多目的スポーツ広場＇サッ

カー場（ 

加美町 

加美町文化会館

「中新田バッハ

ホール」 

加美町小野田文

化会館「やくらい

文化センター」 

 

 

 

縄文芸術館 

東北陶磁文化館 

墨雪墨絵美術館 

中新田図書館 

小野田展示交流施設 

ふるさと陶芸館＇切込焼

記念館（ 

小野田図書館 

中新田体育館 

農村教養文化体育施設 

小野田体育館 

小野田西部体育館 

小野田東部体育館 

陶芸の里スポーツ公園＇総合

体育館（ 

旭地区公民館ホール 

農村環境改善センターホ

ール 

鳴瀬川中新田緑地公園＇あゆの里公園（ 

ふれあいの森公園パークゴルフ場 

やくらいパークゴルフ場 

小野田運動場 

小野田西部スポーツ公園 

河川公園「ふれあいの岸辺」 

陶芸の里スポーツ公園＇野球場，陸上

競技場等（ 

農村環境改善センターグラウンド 

涌谷町 

 

 

涌谷町立史料館 

天平ろまん館 

 

涌谷町 B＆G海洋センター 

 体育館・第 2 体育館＇武道

館（プール・艇庫 

篦岳地区町民体育館 

涌谷町勤労福祉センター 

涌谷中央公園 

篦岳地区町民グラウンド 

わくやスタジアム＇野球場（ 

 

美里町 

美里町文化会館 

美里町南郷総合支

所多目的ホール 

美里町近代文学館 

 千葉亀雄記念文学室 

町民ギャラリー 

図書館 

美里町南郷図書館 

斎藤報恩農業記念館 

美里町トレーニングセンター 

美里町南郷体育館 

美里町スイミングセンター 

弓道場＇トレーニングセンター内（ 

素山球場 

南郷球場 

牛飼テニスコート 

南郷テニスコート 

南郷グラウンド 
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（８）圏域の通勤・通学状況 

 圏域内の通勤・通学の状況のうち，大崎市へ通勤・通学している人の割合は，色麻町が

18.49 %，加美町が 22.34％，涌谷町が 19.11％，美里町が 29.36％となっています。 

 

  項目 大崎市 色麻町 加美町 涌谷町 美里町 

Ａ 国勢調査人口＇人（ 138,491 7,856 27,212 18,410 26,329 

Ｂ 通勤通学者数＇人（ 63,012 3,473 11,680 7,796 11,539 

Ｃ 大崎市へ通勤通学＇人（ 43,438 642 2,609 1,490 3,388 

Ｄ 通勤通学割合＇％（Ｃ／Ｂ 68.94 18.49 22.34 19.11 29.36 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  項目 大崎市 色麻町 加美町 涌谷町 美里町 その他 計 

Ａ 大崎市から通勤通学＇人（ 43,438 497 2,264 1,015 2,346 13,452 63,012 

Ｂ 色麻町から通勤通学(人) 642 1,284 743 8 29 767 3,473 

Ｃ 加美町から通勤通学(人) 2,609 704 6,606 15 79 1,667 11,680 

Ｄ 涌谷町から通勤通学(人) 1,490 9 27 3,292 679 2,299 7,796 

Ｅ 美里町から通勤通学(人) 3,388 18 112 739 3,843 3,439 11,539 

大崎圏域市町通勤通学人数 

大崎市への通勤・通学割合 

※平成 17 年国調査

大崎市 

加美町 

色麻町 

涌谷町 

美
里
町 

22.34% 

18.49% 
19.11% 

29 .36%  

（68.94%） 

※平成 17年国勢調査 
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わが国は，これまでに経験したことのない尐子高齢化，人口減尐時代に突入しており，

地方においては特にその傾向が著しいものとなっています。このため，生産力の低下や社

会保障費の増加により，税収減や扶助費の増加が地方自治体の財政基盤に大きな負担とな

ってきています。 

また，中央から地方へ，官から民へ，物の豊かさから心の豊かさへの改革が急速に展開

されており，将来どうすれば豊かな地域になれるか，どのように地域の自治能力を高める

か，という課題に対する高い意識改革が必要となってきています。 

このような情勢の中で，本圏域が持続可能な地域であり続けるためには，本圏域がもつ

豊かな自然や歴史と文化，人材など多くの宝を有機的に活用していかなければなりません。 

大崎市，色麻町，加美町，涌谷町，美里町が形成する大崎圏域は，一部事務組合を設置

し，消防，救急，ゴミ処理等の事務を共同で行い，また広域的なまちづくりを進めてきま

した。 

今後も１市４町は，今回の震災で実感した自治体間の連携・協力体制を更に強化し，相

互連携と役割分担のもと，お互いの独自性を尊重しながらも，ライフラインなどの協力体

制や政策を連携して展開し，魅力あふれる大崎圏域づくりに努めていきます。 

生活に必要な機能を圏域全体で確保し，住民が安全・安心で快適な暮らしを送ることが

でき，そして，若者が地域の魅力を実感し，これからもずっと住み続けたいと思うことが

できる圏域づくりを目指します。 

また，大崎圏域の魅力を発信し圏域への人の流れを創ることで，圏域の人口流出を阻止

し，大都市圏との交流人口の拡大を進め圏域全体の活性化を推進し，大崎圏域の発展に取

り組んでまいります。 

 

 

大崎市は，交通の要衝であり，商業，医療，教育が充実した県北の中心的な都市となっ

ています。こうした中，圏域全体を視野に入れつつ，中心市街地の活性化や雇用の創出，

地域医療の充実，公共交通の整備，教育文化の振興などを進め，大崎圏域における中心市

として都市機能の整備を図ります。 

一方，４町においては，それぞれの町の総合計画に基づく特色あるまちづくりと地域振

興に取り組みながら，大崎定住自立圏における個々の役割を担っていきます。 

 

 

平成２４年度から２８年度までの５年間とします。ただし，毎年度所要の見直しを行う

ものとします。 

４．圏域の将来像 

５．市町の役割分担 

６．共生ビジョンの期間 
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（１） 生活機能の強化に係る政策分野 

 

ア 医療 

○現状と課題 

  自治体病院は，救急医療などの不採算部門を抱えながら地域医療を支えており，経営

状態は非常に厳しい状況にあります。また，平成１６年度に制度化された医師臨床研修

制度の開始や地域性などによって生じたとされる医師不足が大きな課題となっており，

さらに慢性的な看護師不足が続いていることも課題となっています。 

 また，大崎市民病院には，災害拠点病院としての更なる機能充実が求められています。 

 

○取組方針 

圏域内において安全・安心な医療が的確に提供され，大規模災害にも対応できる大崎

市民病院の機能強化を図るとともに，大崎市民病院を中心とした地域医療の確保を，各

医師会，各病院及び医療機関が連携と機能分担を一層強化し，効率的な運営を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的取組 
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① 医療機能の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 医療機能の整備 

連携する市町名 全市町 

具体的取組の内容 

平成２６年３月の完成を目指し大崎市民病院本院の移転建設を進め，基幹病院

として高度で先進的な急性期医療や高次救急医療などの充実を図るとともに，

大崎市民病院本院と地域の一般医療，初期救急，二次救急との機能分担と連携

により圏域の医療を確保する。 

期待される効果 
大崎市民病院を核とした圏域の医療機能の充実を図ることにより，圏域住民の

医療の確保が図られる。 

実施スケジュール 

具体的な取組の内容 H2４ H2５ H2６ H2７ H2８ 

大崎市民病院移転建設      

大崎市民病院を核とした地域

医療の機能分担と連携の推進 

 
    

年度別事業費見込 

（単位：千円） 

H24 H25 H26 H27 H28 計 

3,550,031 16,660,130 890,411 297,281 78,233 21,476,086 

大崎市民病院の建設事業費を計上 

大崎市の役割 
大崎市民病院本院を，急性期医療や高次救急医療を担う圏域の拠点病院とし 

て建設し，圏域医療の充実を推進する。 

色麻町・加美町・ 

涌谷町・美里町 

の役割 

地域の一般医療，初期救急，二次救急を担い，大崎市民病院本院との機能分担 

と連携により地域の医療を確保する。 

【協定】  

☆圏域内の医療を充実し住民の医療を確保するため，大崎市民病院を中心とした圏域

内の医療機能を整備する。 
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イ 産業振興 

 ○現状と課題 

  圏域の各市町では特色を活かした農産物が生み出されていますが，まだ知名度が高い

とは言えません。地域ブランドの確立と販路の拡大が課題となっています。 

また，圏域では多くの観光資源を有しており，それぞれの観光資源の知名度はありま

すが，連携した観光戦略が必要とされています。 

 

 ○取組方針 

  観光客誘致や地場産品の販路拡大のために，幅広いＰＲ活動やアンテナショップ的な

事業を圏域全体で取り組むことで，単独の市町では参加が困難であった大規模なイベン

ト等への参加を進め，知名度アップと販路拡大を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

11 

① 観光振興の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 観光イベントへの共同参加 

連携する市町名 全市町 

具体的取組の内容 

圏域内の観光物産を広くＰＲするため，首都圏や仙台圏において，これ

まで１市４町がそれぞれ取り組んできた事業の中から，より効果的なイ

ベントへ共同で参加する。 

期待される効果 

圏域内各地域の観光物産を集約しＰＲすることで，相乗効果による圏域

の魅力アップにつながり，知名度アップと観光客誘致の増加など観光産

業の振興による圏域の経済基盤の強化が図られる。 

実施スケジュール 

具体的な取組の内容 H24 H25 H26 H27 H28 

首都圏及び仙台圏でのイベン

トへの参加 
     

年度別事業費見込 

（単位：千円） 

H24 H25 H26 H27 H28 計 

104 169 169 169 169 780 

共同で行う観光イベント開催経費を計上 

大崎市の役割 
首都圏や仙台圏で観光物産イベントを実施し，地域の魅力や情報を発信 

する。 

色麻町・加美町・ 

涌谷町・美里町 

の役割 

大崎市と連携して首都圏や仙台圏で観光物産イベントを実施し，地域の 

魅力や情報を発信する。 

【協定】  

☆観光産業の推進による経済基盤の強化を図るため，観光物産イベントを共同で行

い，地域の魅力や情報を発信する。 
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ウ 教育 

 

 ○現状と課題 

  情報化の進展などから，生涯学習環境が非常に豊かになっている中，住民の学習ニー

ズは多様化し学習機会の拡大，多様化など内容の充実が求められています。 

  また，各自治体の図書館は，住民以外の利用者への図書の貸し出しを一部制限してい

ることから，自由に利用したいとの住民の声があり，対応が必要とされています。 

 

 ○取組方針 

  圏域内の住民がより広く情報や知識を享受できるよう，相互に図書館を利用でき，ま

た，各種講座や教室，講演会などに参加できる学習環境の整備を進めます。 
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① 図書館機能とサービスの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 拠点図書館の整備と図書館の相互利用 

連携する市町名 全市町 

具体的取組の内容 

・圏域の拠点となる大崎市図書館を整備する。 

・公立図書館の相互貸し出し利用についての検討組織を設置し，早期の

実施を図る。 

期待される効果 

圏域内の住民が圏域内のいずれの図書館でも貸し出し利用ができるこ

とで，本に接する機会を増やすことができ，また，多くの情報に接する

ことも可能となり，生涯学習の推進や余暇の充実が図られる。 

実施スケジュール 

具体的取組の内容 H24 H25 H26 H27 H28 

圏域の拠点となる大崎市図書

館の建替え 

 
    

公立図書館の相互貸し出し利

用の検討と実施 

 
    

年度別事業費見込

（単位：千円） 

H24 H25 H26 H27 H28 計 

87 41,005 118,037 1,030,530 1,853,462 3,043,121 

大崎市図書館の建設事業費，平成 28 年度には図書購入費を計上 

大崎市の役割 

・圏域の拠点となる大崎市図書館の建設整備を推進する。 

・公立図書館の相互利用制度を構築するための検討会議を開催し，相互

利用に向けた調整を進める。 

色麻町・加美町・ 

涌谷町・美里町 

の役割 

公立図書館の相互利用制度を構築するための検討会議に参加し，相互利 

用に向けた調整を進める。 

【協定】  

☆生涯学習や余暇の充実を図るため，圏域の拠点となる大崎市図書館を整備すると

ともに，住民が圏域内のいずれの公立図書館でも貸し出し利用ができる環境を構

築する。 
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② 生涯学習の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 各種講座,教室等の広域開催 

連携する市町名 全市町 

具体的取組の内容 
各市町が実施している各種講座，教室，講演会などについて，受講の対

象を圏域内の住民に拡大して開催する。 

期待される効果 
受講対象を圏域内に拡大することにより，圏域内住民がより多様な学習

機会を得ることができる。 

実施スケジュール 

具体的取組の内容 H24 H25 H26 H27 H28 

受講対象者の拡大      

年度別事業費見込 

（単位：千円） 

H24 H25 H26 H27 H28 計 

746 917 896 896 896 4,351 

各市町で広域開催する講座，教室等の事業費を計上 

大崎市の役割 

・宮城大学移動開放講座をはじめ，大崎市が実施する各種講座，教室，

講演会などの受講の対象を圏域内の住民に拡大して開催するととも

に，情報を周辺町へ提供する。 

・周辺町が実施する各種講座，教室などの情報を住民へ提供する。 

色麻町・加美町・ 

涌谷町・美里町 

の役割 

・町が実施する各種講座，教室，講演会などの受講の対象を圏域内の住

民に拡大して開催するとともに，情報を圏域内の市町へ提供する。 

・圏域内の市町が実施する各種講座，教室などの情報を住民へ提供する。 

【協定】  

☆住民がより多様な学習機会を得られるよう，圏域内各市町が実施している各種講

座，教室，講演会などについて，受講の対象を圏域内の住民に拡大して開催する。 
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エ 施設利用 

 ○現状と課題 

  住民のスポーツや余暇活動の行動範囲が広がり，施設に求めるニーズも多様化してい

る中で，各市町ではスポーツ施設等の利用料金に，住民と住民以外の格差を設定し，他

市町の住民が利用しづらい状況にあったことから，圏域内住民を同一料金とし，施設の

広域的な利用を進める必要があります。 

 

 ○取組方針 

  住民のニーズにあわせた施設利用の選択肢を広げるとともに，圏域内の施設が効率的

に利活用される環境の整備を図ります。 

 

① 公共施設の相互利用の推進 

 

 

 

 

事 業 名 公共施設の相互利用 

連携する市町名 全市町 

具体的取組の内容 
各市町のスポーツ施設をはじめとした公共施設利用料金について，圏域

内住民同一料金を実施し，相互利用を進める。 

期待される効果 
圏域内の施設を効率的に利活用することができ，また，圏域住民はニー

ズにあった施設を利用することができる。 

実施スケジュール 

具体的取組の内容 H24 H25 H26 H27 H28 

圏域内住民同一料金の実施      

年度別事業費見込 

（単位：千円） 

H24 H25 H26 H27 H28 計 

      

 

大崎市の役割 
圏域内住民同一料金を実施し，住民ニーズにあわせた施設利用の環境整

備を図る。 

色麻町・加美町・ 

涌谷町・美里町 

の役割 

圏域内住民同一料金の実施をする。 

【協定】  

☆住民がスポーツや生涯学習に取組やすい環境を構築するため，スポーツ施設や社会

教育施設など公共施設の相互利用を推進する。 
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オ 消費生活 

  ○現状と課題 

   高齢者などを標的にした詐欺などの消費者被害が多く発生している状況であり，ま

た，長引く経済不況や雇用不安により，多重債務などで困っている住民が増加し，関

連する消費生活相談の件数も増加していることから，より高度で専門的な相談体制の

確立が必要とされています。 

 

  ○取組方針 

   消費者被害や多重債務などで困っている住民の相談に対応し，住民が安心して暮ら

せるよう，専門的な相談機会の提供と相談員の資質の向上を図ります。 
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① 法律相談の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 消費生活法律相談の実施 

連携する市町名 全市町 

具体的取組の内容 
圏域全体の住民を対象として弁護士による消費生活法律相談を実施す

る。 

期待される効果 
多重債務等で困っている圏域内住民が，弁護士から専門的アドバイスを

受けることができ，安全，安心を確保することができる。 

実施スケジュール 

具体的取組の内容 H24 H25 H26 H27 H28 

消費生活法律相談の実施      

年度別事業費見込 

（単位：千円） 

H24 H25 H26 H27 H28 計 

420 420 420 420 420 2,100 

法律相談の事業費を計上（費用は 1市 4町で人口割で負担） 

大崎市の役割 

仙台弁護士会と連携して開催している法律相談の対象を圏域内の住民

に拡大して，弁護士から専門的アドバイスを受けられる環境を構築す

る。 

色麻町・加美町・ 

涌谷町・美里町 

の役割 

仙台弁護士会と連携して開催されている法律相談を活用し，多重債務等

で困っている住民の相談に対応する。 

【協定】  

☆多重債務などで困っている住民を救済し，安全，安心を確保するため，仙台弁護

士会と連携して実施している多重債務等に関する消費生活法律相談を，開催日を

増やし圏域内の住民に拡大して実施する。 
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② 消費生活相談の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 消費生活相談連絡会議の開催 

連携する市町名 全市町 

具体的取組の内容 
圏域市町の消費生活相談員と担当職員が情報交換や研修を行い，資質の

向上を図るとともに，困難な相談について連携して対応する。 

期待される効果 
圏域内の市町が連携し相談業務に当たることで，より高度で円滑な相談

業務を圏域内住民に提供することができる。 

実施スケジュール 

具体的取組の内容 H24 H25 H26 H27 H28 

消費生活相談連絡会議の開催      

年度別事業費見込 

（単位：千円） 

H24 H25 H26 H27 H28 計 

  210 210 210 630 

 

大崎市の役割 
消費生活相談に関する情報交換や合同研修を行うとともに，周辺町にお 

いて対応の難しい相談が生じた場合は，周辺町の相談業務を支援する。 

色麻町・加美町・ 

涌谷町・美里町 

の役割 

消費生活相談に関する情報交換や合同研修を行うとともに，対応の難し 

い相談について大崎市の相談員と協力して対応する。 

【協定】  

☆より高度で円滑な消費生活相談業務を住民に提供し，住民の安全で安心な生活を

確保するため，圏域内各市町の消費生活相談員と担当職員が情報交換や研修を行

い，相談業務の連携と資質の向上を図るとともに，困難な相談について連携して

対応する。 
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（２）結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

 

ア 地域公共交通 

○現状と課題 

   住民の自家用車へ依存が大きく，公共交通の利用者が減り，バス事業は不採算路線

を抱え，バス路線の維持が非常に困難になっています。このため，バス路線の廃止や

規模縮小などが進み，通学，通院，買い物などに必要な，高齢者や学生など交通弱者

の足の確保が大きな課題となっています。 

また，大崎市民病院の移転建替えに伴う，交通アクセスの見直しを行う必要が生じ

ています。 

 

○取組方針 

   圏域の公共交通の効率的な運行体系の確立とともに，大崎市民病院の移転建替えに

伴う交通アクセスの見直しを行い，通学，通院，買い物などの足の確保を図ります。 
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① 地域公共交通の運行体系の確立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 公共交通の効率的な運行体系の確立 

連携する市町名 大崎市，色麻町，加美町，美里町 

具体的取組の内容 

圏域の公共交通の運行体系の確立を目指し研究会を設置し，次の課題を

検討する。 

・大崎市民病院の移転建替に伴う交通アクセスの再編 

・住民バスを相互利用する場合のルート接続，費用負担等のルール化 

期待される効果 
圏域住民の通院，通学，買い物などの足の確保を図ることで，住民の利

便性の向上が図られる。 

実施スケジュール 

具体的取組の内容 H24 H25 H26 H27 H28 

大崎圏域公共交通検討研究会

の開催 

 
    

新大崎市民病院への交通アク

セスの再編 

 
    

年度別事業費見込 

（単位：千円） 

H24 H25 H26 H27 H28 計 

      

 

大崎市の役割 
研究会を開催し，公共交通に関する課題について協議・検討を行い，効 

率的な運行体系の確立を目指す。 

色麻町・加美町・ 

美里町の役割 

研究会に参加し，公共交通に関する課題について協議・検討を行い，効 

率的な運行体系の確立を目指す。 

【協定】  

☆地域公共交通の効率的な運行体系を確立するため，地域公共交通に関する以下の   

課題について協議・検討を行う。 

・大崎市民病院の移転建て替えに伴う住民の利便性を配慮した交通アクセスの再編

について 

・圏域内各市町が運行している住民バスを相互利用する場合のルート接続，費用負

担等のルール化について 

・その他交通アクセス，交通ネットワークに関する課題整理について 
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イ ＩＣＴ（情報通信技術） 

○現状と課題 

   ＩＴ化の進展により住民の生活上の利便性は向上していますが，一方でデジタルデ

バイドなどの問題が生じています。また，各市町で電子自治体への取組が進められる

中，システム構築や運用に係るコストや手間が大きなネックとなっており，システム

を単独で導入することが大きな財政負担となっています。 

 

  ○取組方針 

   住民の利便性の向上と情報格差の解消を図るとともに，自治体の電算システムの効

率的な運用を図ります。 
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① 電子申請システム整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 電子申請システムの整備 

連携する市町名 全市町 

具体的取組の内容 
県が行う電子申請システムに圏域の市町が加入し，電子申請システムを

整備する。 

期待される効果 
圏域内の住民が，圏域内の市町の施設の利用申請や各種手続きを自宅の

パソコンを使って行うことができ，利便性の向上が図られる。 

実施スケジュール 

具体的取組の内容 H24 H25 H26 H27 H28 

電子申請システムサービスの

提供 

 
    

年度別事業費見込 

（単位：千円） 

H24 H25 H26 H27 H28 計 

1,002 1,002 1,002 1,002 1,002 5,010 

各市町で加入している電子申請システムの負担金を計上 

大崎市の役割 
電子申請システムに加入・整備し，住民の利便性の向上を図るとともに，

圏域全体での促進を図る。 

色麻町・加美町・ 

涌谷町・美里町 

の役割 

電子申請システムに加入・整備し，住民の利便性の向上を図る。 

【協定】  

☆圏域内各市町の施設の利用申請や各種手続に係る圏域内の住民の利便性の向上を

図るため，県が行う電子申請システムに圏域内各市町が加入し，電子申請システ

ムを整備する。 
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② 電算システムの共同利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 電算システム共同利用研究会の開催 

連携する市町名 大崎市，色麻町，加美町，美里町 

具体的取組の内容 
自治体の電算システムの共同利用または有効活用に向けての検討や情

報交換を行う研究会を開催する。 

期待される効果 
自治体の情報システム等の安定稼動とコスト削減の両立により，住民へ

の安定したサービスの提供を維持できる。 

実施スケジュール 

具体的取組の内容 H24 H25 H26 H27 H28 

電算システム共同利用研究会

の開催 
     

年度別事業費見込 

（単位：千円） 

H24 H25 H26 H27 H28 計 

      

 

大崎市の役割 研究会を主催し，電算システムの共同利用等を研究する。 

色麻町・加美町・ 

美里町の役割 
研究会へ参加し，電算システムの共同利用等を研究する。 

【協定】  

☆情報システム等の安定稼動とコスト削減の両立により，住民への安定したサービ

ス提供の維持を図るため，電算システムの共同利用又は有効活用に向けての検討

や情報交換を行うため研究会を開催する。 
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③ デジタルデバイドの解消 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 ＩＣＴインフラの整備 

連携する市町名 大崎市，加美町，涌谷町，美里町 

具体的取組の内容 
光ケーブル等のインフラ整備を行うとともに，ＮＴＴへの要望を行い，

デジタルデバイドの解消を目指す。 

期待される効果 
情報格差が解消されることにより，住民が平等に情報サービスを享受す

ることができる。 

実施スケジュール 

具体的取組の内容 H24 H25 H26 H27 H28 

インフラの整備      

年度別事業費見込 

（単位：千円） 

H24 H25 H26 H27 H28 計 

      

 

大崎市の役割 
・インフラ整備を進めるとともに，周辺町と連携してＮＴＴへ光通信開

通の早期実施を要望する。 

加美町・涌谷町・ 

美里町の役割 
・圏域のデジタルデバイド解消に協力する。 

【協定】  

☆圏域内の住民が平等に情報サービスを享受できるよう，光ケーブル等のインフラ

整備を行い，情報格差を解消するとともに，ＮＴＴに対し早期の光通信開通の要

望を行い，デジタルデバイドの解消を目指す。 
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ウ 交流・移住 

  ○現状と課題 

   大崎市の中心部で人口の増加が見られる以外は，圏域全体で人口減尐が進んでおり，

尐子高齢化による生産年齢人口の減尐が地域経済の低迷をもたらし，さらには地域の

活力の低下につながることもあり，大きな課題となっています。このため，人口流出

を阻止するとともに，人の流れを取り込む施策が必要とされています。 

   また，平成 23年 3月の東日本大震災により，沿岸部から一時的に内陸部へ住居を求

める傾向があり，移住希望者への情報提供など，柔軟な対応が求められています。 

 

  ○取組方針 

首都圏や仙台圏との交流を進め，圏域の魅力に触れてもらう仕組みを構築し交流人

口の増加を図るとともに，移住希望者や，沿岸部からの避難者へ必要な情報を速やか

に提供できる仕組みをつくり，移住者の増加を図ります。また，若者同士の交流を進

め，元気のある地域づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

26 

① 移住の促進 

 

 

 

 

 

※「おおさき移住支援センター」は平成 23年度に廃止されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 移住支援のための情報発信 

連携する市町名 全市町 

具体的取組の内容 
各市町のホームページや庁舎等の情報コーナーを活用するなどして，連

携・協力のもとに移住希望者へ情報を発信していく。 

期待される効果 
移住に関する圏域内の情報を一本化並びに共有化することで，移住希望

者の選択肢が広がり，移住促進が図られる。 

実施スケジュール 

具体的取組の内容 H24 H25 H26 H27 H28 

移住希望者への情報発信      

年度別事業費見込 

（単位：千円） 

H24 H25 H26 H27 H28 計 

19,957 24,857 20,589 20,589 20,589 106,581 

移住交流情報のホームページやチラシ等の作成費用を計上 

大崎市の役割 

移住希望者へ生活情報や居住情報を発信する。 

・ホームページの連携を図る。 

・情報コーナー等にチラシ・パンフレットを設置する。 

色麻町・加美町・ 

涌谷町・美里町 

の役割 

移住希望者へ生活情報や居住情報を提供する。 

・ホームページの連携を図る。 

・情報コーナー等にチラシ・パンフレットを設置する。 

【協定】  

☆移住に関する情報を一本化し移住希望者の選択肢を広げることで移住促進を図る

ため，大崎市が運営するおおさき移住支援センターを活用するなどして，移住支

援に関する情報を共有し，連携して移住希望者へ情報を発信していく。 
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② グリーンツーリズムの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 グリーンツーリズムの推進 

連携する市町名 大崎市，加美町，美里町 

具体的取組の内容 

市町が連携して相互に農家民泊を受入れる体制の構築を進めるととも

に，共同で体験メニューづくりを進めメニューの充実を図り，圏域でグ

リーンツーリズムを拡大推進する。 

期待される効果 
修学旅行生をはじめとしたグリーンツーリズムの受入れ体制の拡大と

充実により，体験交流が推進され，圏域の魅力の発信が図られる。 

実施スケジュール 

具体的取組の内容 H24 H25 H26 H27 H28 

グリーンツーリズムの連携      

年度別事業費見込 

（単位：千円） 

H24 H25 H26 H27 H28 計 

4,409 3,083 3,083 3,083 3,083 16,741 

各市町のグリーンツーリズムに係る経費を計上 

大崎市の役割 

連携により農家民泊を受入れる体制を構築するとともに，共同で体験メ 

ニューづくりと情報発信を進め，圏域でグリーンツーリズムの拡大推進

を図る。 

加美町・美里町の

役割 

連携により農家民泊を受入れる体制を構築するとともに，共同で体験メ 

ニューづくりと情報発信を進める。 

【協定】  

☆修学旅行生をはじめとしたグリーンツーリズムの受入れ体制の拡大と充実によ

る，体験交流の推進と圏域の魅力発信を図るため，連携による農家民泊の受け入

れ先の拡大，体験メニューの充実及び情報発信の共同化を進め，圏域でのグリー

ンツーリズムを推進する。 
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③ 青年交流の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 青年交流の推進 

連携する市町名 全市町 

具体的取組の内容 圏域１市４町共同により青年交流事業を行う。 

期待される効果 
青年交流事業を圏域全体で実施することにより，より多くの出会いの機

会を提供することができる。 

実施スケジュール 

具体的取組の内容 H24 H25 H26 H27 H28 

青尐年交流事業の共同実施      

年度別事業費見込 

（単位：千円） 

H24 H25 H26 H27 H28 計 

2,570 2,624 2,624 2,624 2,624 13,066 

各市町の青年交流事業の経費を計上 

大崎市の役割 青年交流の共同事業を企画調整し，開催する。 

色麻町・加美町・ 

涌谷町・美里町 

の役割 

青年交流事業の共同開催に参加する。 

【協定】  

☆結婚を希望する独身男女により多くの出会いの場を提供するため，共同で青年交流

事業を実施する。 
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（３）圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

 

ア 人材育成 

  ○現状と課題 

   各市町においては，行財政改革の実施により職員数の削減が進んでおり，より良い

市民サービスを提供するために職員のレベルアップが求められています。 

 

○取組方針 

   既に行っている国・県などとの人事交流に加え，身近な市町との人事交流を行うこ

とで職員の実務能力の向上を図ります。 

 

① 圏域市町職員の育成 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 圏域市町職員の人事交流 

連携する市町名 全市町 

具体的取組の内容 圏域で職員の派遣交流研修を行う。 

期待される効果 
自治体職員の資質と能力の向上による地域振興と圏域全体の行政力の

向上が図られる。 

実施スケジュール 

具体的取組の内容 H24 H25 H26 H27 H28 

市町職員の交流研修の実施 
 

    

年度別事業費見込 

（単位：千円） 

H24 H25 H26 H27 H28 計 

      

 

大崎市の役割 人事交流研修事業を調整し，実施する。 

色麻町・加美町・ 

涌谷町・美里町 

の役割 

人事交流研修を行う。 

【協定】  

☆職員の資質の向上，連携強化及び政策形成能力の向上など，圏域マネジメント能

力の強化を図るため，圏域内で人事交流研修を行う。 
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 本ビジョンの策定過程において，大崎定住自立圏共生ビジョン懇談会等から，多くの

意見をいただきました。 

 その中には，関係市町間の協議に時間を要するもの，関係団体等の協力が必要になる

ものや，関連制度の現状等から，直ちに反映することが出来ないものもありました。 

 本ビジョンは，毎年度見直しを行うものであることから，これらの事項を「今後の検

討課題」と位置付け，課題等を整理しながら，今後具体的な連携施策の検討を行ってい

くこととします。 

 

（１）福祉 

・老老介護，認認介護，施設，職員待遇などいろいろ問題がある。介護についても連

携できるものがあれば，検討すべき。 

（２）産業振興 

・大崎の農産物の販売戦略として，国内人口は減尐するのであるから，アジアなど海

外へ職員を派遣して市場調査をするべき。 

・大崎圏内での観光ＰＲや農産物の地産地消を進めることが必要ではないか。 

・企業誘致について，大崎圏域で連携して行うことが必要ではないか。 

（３）教育 

・１市４町共同で生涯学習事業を企画したり，生涯学習ネットワークはできないか。 

・若い人を留学に出し，新しい発想を持って帰ってきてもらうというようなことは出

来ないか。 

・大学など講座は，わりと専門的なもの。そんなにレベルの高いことだけではく，普

通のことでも良いのではないか。もう一回中学校の勉強をしたいというような人も

いる。今ある機能を地域の人も利用出来るようにするというので良いのではないか。 

（４）雇用 

・若い人が魅力を感じるまちづくりを目指すには，若い人が安心して働ける雇用の場

が確保されていることが必要。雇用への取り組みが薄いのではないか。 

（５）その他 

・とんでもないことをやっていかないと問題は解決しない。結婚したら家をタダでや

るとか，中国語で大崎をＰＲするとか，何か違うことをやらなければならないので

はないか。 

 

８．今後の検討課題 


